
 

保育事業の現状について 

１ 待機児童について 

（１）保育園入園申し込み待機児童数の推移について 

 各年度４月 1日現在                         ≪単位：人≫ 

年度 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 
待機児童

数計 

前年 

度比 

就学前 

児童数 

前年 

度比 

平成 29 年 32  40  12  5  0  0  89  △78  10,168  110 

平成 30 年 9  61 22 4  0  0  96 7 10,062 △106 

令和元年 19 45 31 1 0  0  96 0 10,287 225 

令和 2 年 25 93 35 5 1 0 159 63 10,243 △44 

令和 3 年 1 60 25 0 0 0 86 △73 9,828 △415 

※就学前児童数：外国人世帯を含む 

 

２ 待機児童対策について 

（１）西・中央地域 

既存の保育施設等の活用を検討してまいります。 

 

（２）東地域 

今年度の市全体の就学前児童数は減少しておりますが、保育所の新規申込数は依然として高い

水準にあることや、花小金井地域の大規模開発による保育ニーズの増があることを踏まえて、令和

２年度に打ち出しました「待機児童解消に向けた緊急対策」に沿って進めてまいります。 

今年度は、６月に私立認可保育園１園の開園、令和４年４月開園に向けて私立認可保育園 

３園を整備し、必要な保育定員の拡充を図ってまいります。 

 

※上記の内容は、今後、協議・調整を行う中で変更の可能性があります。 

令 和 ３ 年 ５ 月 ２ １ 日 

子ども・子育て審議会資料③ 


